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⑮ 研究概要
物 声込守E
尾崎宏基
荒舘 忠
・前脳交連線維系の形成過程に関する神経角轄u学的・
神経生物学的研究
・糖尿病治療薬の開発を目的とした天然生理活性物
質の探索と応用に関する研究
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⑮ 研究概要
情報科学
折笠秀樹
脳卒中QOL調査票の開発とその評価，社会支援Q
OL調査票の開発とその評価，心臓病患者や血液透
析患者に対するQOL調査を実施してきた.急性期
精神病のための病状尺度の開発や， JELIS臨床試験
(高脂血症)ゃJAPAN-KD臨床試験(保存期慢性
腎不全)のデータセンターとしての活動も進行中で
ある.厚生省の糖尿病診療ガイドライン調査研究は
ほぼ完成させた.新たに，伝統医薬に関するアウト
カム研究及び臨床試験のプロジェクト，医学データ
分析法の研究(文部省)を開始した.
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